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名鉄病院泌尿器科における5年 間の手術統計

公立陶生病院泌尿器科
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FIVE-YEAR CLINICAL STATISTICS ON OPERATIONS 

          AT OUR DEPARTMENT

            Koh-ichi ITOH 

From the Department of Urology, Tosei Public Hospital 

           Kikuo OKAMURA 

 From the Department of Urology,  Meitetsu Hospital

   A five-year statistical observation was made on operations and patients examined and 

treated surgically at our Department. Methods and numbers of operations are shown and 

discussed briefly. 

   The total number of operations was 967, and the male/female ratio was 7.0 : 1. The most 

frequent operation was TUR-P (114, 11.8%) and the second was TUR-Bt (89, 2.2%). 

Key words: Clinical statistics, Urologic operation

1979年4月 から1984年3月 までの5年 間の,名 鉄病

院泌尿器科における手術統計を報告する.

名鉄病院は,名 古屋市の 北西部に 位置し,病 床数

360の 中規模の総合病院である.鉄 道を中心に交通の

便がよいことから,診 療圏は広く,名 古屋市および愛

知県北西部,さ らに岐阜県 ・三重県の一部におよぶ.

当院に泌尿器科が開設されたのは1968年 工月であるが,

常勤医が在籍したのは1972年 フ月から1975年3月 まで

と,1979年 以降である.

年度別の手術件数および麻酔方法(Table1)

5年 間 の手術件数は967件 で,年 平均193.4件 とな

った,各 年度ごとにみて,さ ほど大きな変動はないが,

近郊の病院に泌尿器科の開設が続いたこともあ り,年

Table1,年 度別の手術件数および麻酔方法

年 度 79,80,81,82・83 計

手術総数

男

女

全身麻酔*

硬膜外麻酔

腰椎麻酔**

局所麻酔***

165

133

32

223

189

34

51*74

81101

3348

195

177

18

57

11

89

38

211

187

24

65

36

94

16

173

160

13

57

20

65

31

967

846

121

304*

67

430

166

*

**

***

Ketalar麻 酔;1を 含む

saddlebleckを 含む

尿道麻酔 を含 む
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間 の手 術 件 数 は や や 頭 打 ち の 傾 向に あ る.

性比 は,男:846,女=121で,男 女 比 は7.031で

あ る.

麻酔 方 法 は,saddleblockを 含 め た 腰 椎 麻 酔 が も

っ と も多 く430件 と44.5%を 占 め,全 身 麻 酔 が304件,

3L5%と これ に つ い だ.1981年4月 以 降 は,お もに

TUR-Pに 硬 膜 外 麻 酔 を用 い て い る.

年齢分布(Table2)

967件 のすべての手術に関して,患 者の年齢分布を

Table2に 示す.10歳 未満では先天奇形が多く,30

歳代,40歳 代 では尿路結石の手術が比較的多かった.

また,50歳 代以上では腫瘍の手術が多数を占めた.

腎および尿管の手術(Table3)

腎摘 出術は,腎 尿管全摘術1例 を含め,13例 に施行

した.う ちわけは,腎 細胞癌;5,腎 孟腫瘍:3,腎

8号1985年

結 石=3,水 腎症=1,膿 腎症=1で あ る ・ 腎細 胞 癌

は 男 ・3(右=2,左=1),女=2(右:1,左:

1)で あ った.こ の5例 の うち,1例 は術 後9月 で癌

死,1例 は2年4月 後alivewithtumor,3例 はnot

evidentdiseaseで あ る(1984年3月 末 現 在3年6月,

2年4月,2月 経 過)・ また,腎 孟 腫 瘍 の3例 はす べ

てnotevidentdisseaseで あ る(2年,11月,1

月).な お,腎 孟 腫瘍 例 の うち に は,腎 結 石に て 腎部

分 切 除 術 を 予 定 して 手 術 を 施 行 した と ころ,腎 孟 内に

腫 を 発 見 して 腎 摘 出 術 に 変 更 した.15歳 男 子 の1例 が

あ る.

腎 結 石 に 対 し ては,腎 摘 出術:3,腎 切 石 術:10,

腎 孟 切 石 術:24を お こ な っ た.腎 摘 出術 施 行 例 は,男

:1(右=1),女;2(右 ・1,左=1),腎 切石 術

は 男9(右 ・6,左=3),女=1(左:1),腎 孟

切 石術 は 男=19(右r9,左:10),女15(右:3,

左=2)で あ る,

Table2.年 齢 分 布一
年齢

年度 '79'80'81'82'83計79'80¶81'82'83計
計

～9

fO～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～

27

7

8

12

10

8

21

33

7

27212221118

1015121862

16871150

24178768

1914101669

21263322110

27404026154

37345028182

8251133

1

5董

24

46

115

79

25

13

1

3

1

3

8

2

11119

1264

211060

32書179

241988

2120130

9230184

3119201

12942

計t331891771871608463234182413121967

Table3,腎,尿 管 の手 術

手 術

性 別 男 女

・ ・'79・8。 ・81・82・83計 ・79・8。 ・81・82・83計 計

腎摘出術

腎切石術

腎孟切石術

腎孟形成術

その他

13

3

353

222

211

2

3

4

1

28

39

419

310

15

1 2

量

21

2

21

2

2

513

110

524

212

38

小計 7129101351155141667

尿管切石術897

尿管膀胱新吻合術21

尿管痩術121

その他

118

4

3

2

4353144霊760

73121714

742量!815

2335

小計 11128208591292753594
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腎孟形 成 術 は12例 に 施 行 した.術 式 は す べ てAn-

derson-Hynesに 準 じたdismemberedpyeloplasty

であ る.1例 の下 大 静 脈 後 尿 管 例(男,42歳)を 除 く

と,全 例 が腎 孟 尿 管 移 行 部 狭 窄 症 例 で あ る.男 子9例

はす ぺ て 左側 で,9歳 以 下 の 小 児 例 が5で あ る.女 子

2例 は,と もに 右 側 で あ った.

尿管 切石 術 を60例 に 施 行 した 。 男=43(右;19,左

;24),女:17(右 ・7.左=10)で あ った.1例 に

Gil-Vernet法 を お こな った.

尿 管膀 胱 新 吻 合 術 は14例 に 施 行 した.2例 の尿 管 狭

窄,1例 の尿 管 膣 痩 を 除 く と,す べ てVURの 症 例

で ある.VUR例 は,男:6(両 側:4,右:2),

女:5(両 側=2,右 ・1,左:2)で あ り,男 は9

歳 以下'4,10歳 代:2で あ るのに 対 し,女 は20歳 代

=3,50歳 代32で あ った,術 式 は,当 初P。litano-

Leadbetterに 準 じてお こ な っ て いた が,1982年7月

か らは 両 側 性 の 症例 にKondo,Otaniら のcross-

over法 を用 い て,良 好 な結 果 を 得 てい る.

膀胱の手術(Table4)
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膀 胱 腫 瘍 の患 者 は,男163,女124の87名 で,こ れ

らに 対 し,経 尿 道 的 生 検 を除 い て168回 の 手術 を お こ

な った.こ れ らの 多 くはTUR,TUEの 経 尿道 的手

術 であ る.部 分 切除 術 は10例(男:8,女:2)に,

膀 胱 全 摘 術 は14例(男10,女14)に お こな った.

87例 の うち,死 亡例 は12(男:6,女 ・6)で,う ち

9例 は 根 治 手 術 不 能例 の癌 死 であ る.全 摘 術後 の死 亡

例 は3で あ り,う ち1例 は急 性 腎 不 全 に て 術 後10日 で

死 亡,ま た2例 が お の お の術 後2年6月,4月 で癌 死

して い る.病 理 組 織 学 的に は,83例 が移 行 上皮 癌 お よ

び 乳 頭 腫 で あ り,い っぽ う尿 膜 管 由 来 と考 え られ る腺

癌 が3例(男:2,と もに 全 摘 術 施 行,女lI,部 分

切 除術 施 行),ま たmalignantmixed・nesodermal

tumor(男,全 摘 術 施 行)が1例 あ った.こ れ ら4例

は,い ず れ も1984年3月 末 現 在notevidentdisease

で あ る.

膀 胱 結 石に 対 しては,36人 に38回 の手 術 を 施 行 し

た.術 式 は,高 位 切 開:5,経 尿道 的 砕 石 術:33で あ

Table4.膀 胱 の 手 術

性別
男 女

手術
年度79'80'81'82'83計79'80噸81'82'83計 計

生 検

1"E

TUR*

膀 胱部 分切 除 術

膀 胱全 摘 術

formalin固 定 術

経 尿道 的砕 石 術
辱

膀胱高位切開術

その他

2

6

8

8*11

1

5

2

1

3

3

2

7

2

2

5

12

1

3

8

1

2

1

5

16

2

2

4

1

2

4

5

24

2

4

2

3

5

13

25

71

8

10

5

26

7

T2

14

3422

6343

2

13

21

131

11

11

5

11

218

2

4

4

17

2

2

18

36

89

10

14

9

33

9

14

計 19423433491771616911355232

*IUR・E"1を 含 む

Tablc5.前 立 腺 の 手術

手 術
年 度 ・79・80・81・82・83計

生 検

前立腺凍結術

TUR

恥骨後式前立腺摘出術

恥骨上式前立腺摘出術

前立腺全摘術

111114107

2015231

913284618

43723

92

1

53

41

114

19

11

1

計 4442606429239
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Table6。 尿 道,陰 茎,陰 嚢 内容 の手 術

論_竺 一 ・1一 計

男

尿道形成術

尿道下裂手術

陰茎切断術

環状切除術

背面切開術

睾丸固定術

陰嚢水腫根治術

精液瘤摘出術

睾丸生検

除睾術 ・去勢術

副睾丸摘出術

精管結紮術

その他

1

7

9

10

8

1

8

1

5

1

1

2

11

2210

147

131i

37

13

11

96

11

86

43

31

2

2

113

98

1212

59

31

13

97

2

5

5

5

4

53

47

58

32

9

6

39

5

20

14

小計 5178585258297

カルンクルス切除術

女 その他

32 6

1

小計 322 7

る.ま た,男;28,女:8で あ った.高 位切開をおこ

なった うちには,360gの 巨大結石の1例 と,10歳 の

小児例がある(と もに男〉 また,経 尿道的手術例の

うち11例 には超=音波砕石術を施行した.

前立腺の手術(Table5)

前立腺肥大症および前立腺癌に対しては,当 初凍結

術をおもにおこなっていたが,1981年4月 以降は,こ

れをpoorriskの 患者に限定 した ために激減し,以

後はTUR施 行例が増加した.前 立腺全摘術は,扁

平上皮癌の1例 に施行したのみであるが,8月 で癌死

した,前 立腺癌症例は,先 の1例 を含めて28例 であ

る.こ のうち癌死が確認されてい るのは9例 で ある

が,腺 癌8例 中6例 の診断確定後の平均生存期間は1

年6月 であった.

尿 道,陰 茎,陰 嚢内容の手術(Table6)

尿 道 形 成 術 は5例 に 施 行,こ の うち4例 はKissing

Bougies法,1例 に端 々吻 合 を お こな った.

尿 道 カル ン クル スに は6例 に 切 除 術 を施 行,う ち2

例 にYAGレ ーザ ーを用 いた.

陰 茎 切 断 術 は,陰 茎癌 の4例 に 施 行 した.う ち3例

はpartialamputationで あ り,1例 は外 陰 部 全摘 に

近 い 手 術 とな った.前 者 の1例 が術 後6月 で癌 死 して

い るが,他 の3例 はnotevidentdiseaseで あ る

(2年,1年lI月,1年11月).こ の4例 以 外 に,

peplomycinとradiationの み で 現在notevident

diseaseの1例 が あ る.

睾 丸 固定 術 は58例 に 施 行,う ち 停 留 睾 丸 に 対 してお

こな った の が54例 で,右:20,左:24,両 側=10で あ

った.精 索 軸 捻 転 に 対 し ては3例 に お こ な った が,い

ず れ も左 側 で あ った.

陰 嚢 水 腫 に は,Winkelmann法 を施 行 した もの,

Bergmann法 を 施 行 した もの が あ り一 定 しな い が,

右=13,左:14,両 側=5で あ った.

去 勢 術 お よび 除睾 術 は,あ わせ て39例 に 施 行 した.

わ れ わ れ は,前 立腺 癌 症 例 に 対 して 全例 に 去 勢 術 を お

こな って い るが,観 察 期 間 中 の芸 勢 術 施 行 例 は22で あ

った.1側 の 除 睾 術 は,睾 丸 腫瘍=6(悪 性 リ ンパ腫

で,後 日対 側 に も 除 睾 を お こな った1例 を 含 む),精

索 軸 捻 転:4,副 睾 丸 炎:4な どに 施 行 し,結 核 症 例

は なか った,な お,睾 丸 腫 瘍 症 例 は,悪 性 リンパ腫 例

が2年ll月 に て 癌 死 して い る が,他 の4例 はnot

evidentdiseaseで あ る(2年H月,2年6月,2年
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Table7.尿 路結石手術患者の年齢分布
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性別

部位

男 女

計

腎 尿管 膀胱 計 腎 尿管 膀胱 計年齢

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～

1

1

4

3

2

7

6

1

1

1

3

1

4

3

4

6

7

8

1

4

2

竃

1

聾

薯

2

3

1

4

3

6

2

3

1

4

2

6

7

7

9

16

17

3

9

6

6

2

3

1

2

3

2

1

2

2

2

1

1

3

3

2

1

奮

2

1

1

1

1

1

15

24

28

41晋

310

211

824

623

25

110

17

17

2

3

計294328100817833133

Table8.尿 路性器腫瘍手術患者の年齢分布一
部位 腎 腎 膀 前 前 陰 畢 腎 腎 膀

一攣 辮 攣 計計
15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85～

1

1

1

1

2

2

6

51

88

4312

8117

16339

1141441

5431

2313

12

1

2

1

書

1

重

4

3

6

6

18

20

27

51

72

41

18

3

1

1

1

11

22

2

6

3

7

3

2

6

4

8

3

1

1

4

4

6

8

18

22

33

55

80

41

21

4

計33632816445270212427297
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5月,1年8月).

そ の 他 の手術
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後腹膜 リンパ廓清術を,膀 胱および前立腺全摘術の

さい同時に施行した15例 を除いて,4例 に施行した.

うち3例 は睾丸腫瘍症例に,ま た1例 は陰茎癌症例に

おこなったものである.

後腹膜 腫瘍摘 出術 を3回 施 行した.Malignant

Schwannoma1例 と同一症例の再発に対し,ま た尿

路上皮癌の広範な後腹膜浸潤に対して施行した.

尿 路 変 向手 術

尿 路 変 向 術 は,33例 に お こ な った.腎 痕:4,尿 管

痩=17,回 腸 導 管:ll,膀 胱 壌=1で あ る.膀 胱 全 摘

症 例 に つ い て は,尿 管 僕:3,回 腸 導管:11で あ っ

た.基 礎 疾患 はす べ て悪 性 腫 瘍 で,尿 管 腫 蕩;1,膀

胱 腫 瘍:20,前 立 腺 癌:3,陰 茎 癌:1,子 宮 癌:8

であ る.従 来emergencyoperatiQnと しては,尿 管

緩 術 を 施 行す る こ とが 多 か った が,今 後 は経 皮 的 腎 痩

術 が 増 加 す る もの と思 わ れ る.

尿路結石および尿路性器腫瘍患者の年齢分布

(Tablc7,8)

尿路結石および尿路性器腫瘍手術症例の年齢分布を

Table7,8に 示す.同 一疾患で複数の手術 をおこ

なった症例については,第1回 手術施行時の年齢で表

示した.

尿路結石に関しては,い ずれの部位においても男子

が70%以 上を占めていた(腎 二78.3%,尿 管:71.7%,

膀 胱=77.8%).ま た,上 部尿路においては45～54歳

の手術施行例が多いいっぽう,膀 胱においては60歳 以

上の男子が多かった.

腎細胞癌は,全 例が65歳 以上であった.尿 路上皮癌

は,男 子が72.5%を 占め,結 石に合併した15歳 の腎孟

腫瘍例を除 くと,す べて30歳 以上で,40歳 代から漸増

し,70～74歳 に発生のpeakを みた.前 立腺癌症例は

すぺて55歳 以上であ り,こ れ も70～フ4歳に もっとも多

かった.病 理組織学的に前立腺肥大症と診断されたも

っとも若い症例は46歳 であった.睾 丸腫瘍は,30歳 代

:3,50歳 代:2で あったが1後 者の1例 は,比 較的

高齢者に多いとされる悪性 リソパ腫症例であった.

結 語

1979年4月 か ら1984年3月 ま で に,名 鉄 病 院 泌尿 器

科 に て施 行 され た 手 術 に 関 して 統 計 的 観 察 を お こな っ

た.

1.こ の間 の手 術 総 数 は967,各 年 度 と も約200件 で,

年 度 間 に 大 きな 差 は み られ な か っ た.

2.男 女 比 は,男:846(87.5%),女:121(12.5

%)で あ った.

3.部 位 別 に み る と,腎:67(6.9%),尿 管:94

(9.7%),膀 胱:232(24.0%),前 立 腺3239(24.7

%),尿 道,陰 茎,陰 嚢 内容;304(31・4%),そ の 他:

31(3.2%)で あ った,

4,も っ と も 多 くお こな われ た 手 術 はTUR-Pの

114(ll.8%)で あ り,つ い でTUR-Bt:88(9.2%o).

尿 管 切石 術:60(6.2%),睾 丸 固 定 術:58(6.0%)

で あ った.
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